
名称

所在地

位置図

（交通）
姫路港から坊勢汽船又はラピート桂で「坊勢島」へ。
汽船乗り場から徒歩約20分。
（駐車場）
事業地西側入り口付近に4台程度駐車可能。

里山の特色

主な樹種

利用施設

お勧めルート

活用例

問い合わせ先

坊勢『しま』の森

○姫路市　家島事務所（土木担当）　　　電話：０７９－３２５－１００４

兵庫県姫路市家島町坊勢

　この里山は、瀬戸内海を眼下に見下ろすことができる数少ない里山で、ウバメガシを中心にスダジイ、ネズミモチなどの照葉樹林が
広がっており、海に隣接した斜面には風衝植生が見られます。展望台は360度の眺望がきき、天候の良い日は瀬戸内海の島々はもと
より明石海峡大橋を望むことができます。海の近くの谷には井戸があり、昭和30年代以前は集落から船でこの井戸まで生活用水をく
みにきていたそうです。

・事業地は、ウバメガシ群落が優占し、区域面積の約60%を占めています。林道沿いの尾根筋には、アカマツ－モチツツジ群集が見ら
れます。　　　　　　　　　　・事業地の海に面した南向きの風衝地には、クロマツ群落があり、ネズミサシ、ヒサカキ、シャシャンボ等、比
較的乾燥に強い樹種で構成されています。
・果樹園付近の林縁や水田跡地には、アカメガシワ群落が生育し、水田跡地と海岸の間や果樹園の一部に、防風のため植栽されたと
思われるダンチクが見られます。
貴重な植物　有　ケテイカカズラ(兵庫版レッドデータブックCランク)、クスドイゲ(同左Cランク)

事業地東入り口から常緑樹林ルート、林内散策ルートを経て果樹園ルート
で林道（西側入り口）で約１kmのコースです。
カシワ眺望ルートを登りきり山頂へ行くと展望台あり眺望が楽しめます。
尾根筋ルートを進むと瀬戸内海を望みながらクロマツなどの風衝植生の
間を散策でき、東の終点付近では野外卓でゆっくりと休憩ができます。
林内散策ルートは海辺まで続いており、穏やかな瀬戸内の海に触れるこ
とができます。

山頂や海辺へ通じる散策歩道

展望デッキから瀬戸内海を一望

展望デッキ


